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  Esri Maps for Officeとは 

Microsoft Office に位置情報の力を付加する機能であり、
Arcgis Onlineと直接にデータを共用するためのツールで

ある。 
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Esri Maps for Officeで地図化  

共用 
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●ワンクリックでマップを共有 
Web またはモバイルアプリ上で素
早く地図を共有できます。 

●印象に残るプレゼンテーション 
PowerPoint のプレゼンテーションに
操作可能な地図を追加できます。 

●Excel データを地図化 
Excel 上でグラフや表を作るように、
お持ちのデータから簡単に地図作
成ができます。 

Esri Maps for Office の特長 
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Esri Maps for Officeの動作環境 

システム要件（ＭａｃまたはＬｉｎｕｘの場合がまだ不明だ。） 

• Windows XP (must have SP3) (32-bit)  
• Windows 7 (32-bit and 64-bit) 
• Windows Vista with Service Pack (SP) 1  
• Windows Server 2003 with SP2 and MSXML 6.0     
(32-bit Office only)  
• Windows Server 2008 R2 
 
※その他 
• Microsoft Office 2010 
• Maps for Office 
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Esri Maps for Officeについて 

 
ダウンロードのアドレス （試用期間１か月以内） 
http://www.esri.com/software/esri-maps-for-office/download 
 
 
※注意！ 
 
まずArcgis Online でログインしなければいけない。 
その上、最新版ではなく、 Microsoft Office の版が2010を利用したほうがい
い。https://www.arcgis.com/home/signin.html 
 

 
さて、インストールした後、実践しましょう！ 
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実践編 
Ｅｘｃｅｌへの援用 

※発表者のパソコンが中国語システムなので、ある図
の中で、中国語を書いてしまう。皆様が分かるように、
重要なところに、既に英語版のＨＰより引用した図が利
用された。そこを何とかご了承ください。 6 



●エクセルを起動し、以下の場面になる。今回使ったデータが、発表者が持っている住
宅団地の価格であった。 

●その黄色な錠前が今開く状態ですが、それをクリックしてＡｒｃｇｉｓ Ｏｎｌｉｎｅを登録する。 

●ログインした後、その錠前がかかっている状態になったら、ログインが成功になるという 
  わけだ。 7 



●ツールバーの一番左（Ｅｓｒｉのメニュー）の“Insert Map”をクリックする。 
  グローバル基盤地図を追加したことが見られた。 

●このダイアログボックスで、地図のタイトルや色などの情報を設定することができる。 
そして、地図を移動・拡大・縮小することもできる。 
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● 地図上で右クリックして“Add Excel Data”をクリックする。 
  ツールボックスで同じのもある。 

●次のダイアログボックスでデータの所在を選択する。“Get map data from a range of 
cells” 指定したワークシートの区域（データがある）を選択するという意味だ。ネクストをク
リックする。 

Ｃｅｌｌ ｒａｎｇｅ 
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●緯度と経度が対応したフィールドを設定する。 
                  ここで、デフォルトの座標系（西安ＷＧＳ８４）が入っている。 

●データ類型を選択する。本事例が位置情報（緯度・経度）を使っているんだが、実際にア
ドレス（連絡先）、大都市のようなポイントデータだけでなく、 国家、郵便番号、州をポリゴン
データとして追加することも可能である。                           ＵＳＡ 

                              ポリゴンデータ 

ポイントデータ 

※英語版のＨＰより引用 
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●レイヤの構造が完成した。下図のように、住宅価格のポイントというフィーチャーが構造
された。 
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●データの編集 
  右クリックすると、フィーチャーを編集する。 

Go to                   全体表示 
Rename        リネーミング 
Remove        削除 
Style          スタイル 
Grouping      グループイング 
Pop-ups      ポップアップリンク 
Transparency          透明度 

※英語版のＨＰより引用 

地図が発表者より作成 
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●スタイルの編集 

凡例の大きさとスタイルに関するのが
調整できる。 
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●グループ作成もできる。しかしその前、基づくデータが追加しなければいけない。 
つまり、先の手順でもう一度住宅価格というフィールド“Ｚ”を追加する。 

次のページへ 14 



●分類方法について 
●当然、グループの数、サイズなどの設定もできる。 

Equal interval（等間隔） 
 
Natural（自然分け、最大値が整数） 
 
Quantile（分位数） 
 

※グループの分類方法 
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完成 

※上図が住宅
価格のサンプル
分布図であり、 
 
下図が住宅団
地の分布図で
ある。 
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●追加したいデータが重い場合: 
 

●地図の表示範囲の設定 
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●地図の共用（１）  

Share to  
Arcgis Online 
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●地図の共用（2）  

Share to  
Microsoft PowerPoint 
2010  

イメージをクリップボッドに
コピーする 
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実践編 
PowerPointへの援用 
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●Ｐｏｗｅｒｐｏｉｎｔを起動して、同じのようにArcgisをログインする。 

●Ｐｏｗｅｒｐｏｉｎｔで地図のスライドを追加する。今回が直接に
Arcgis Onlineである人が共用されたレイヤを使用した。 
下図は、「中国における職業バランス指数」の地図である。すな
わち、指数が50％より高くすれば、その省における仕事の持ち場
の需給関係のバランスがとれているという意味である。 

就職は難しい       50％  就職は易い    
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中国における職業バランス指数 

●ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔへの援用                                                   凡例の編集 

バランスが崩れる 
 

バランスがとれている 
 
バランスが良好である 
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●スライドショーが行う時、地図を拡大・縮小・移動の操作ができる。 
●フィーチャーの詳細情報とハイパーリンクが見える。（作成されたデータによる） 
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ご清聴ありがとうございました！ 


